
三重大学生 
男女共同参画社会 

ワールド・カフェに参加 

平成26年度男女共同参画社会の 
実現の加速に向けた学習機会充実事業 



主催：文部科学省 ワールド・カフェ 
「100人男子会×女子会（だんじょかい）」 

 
日時：2014（平成26)年6月28日（土） 
場所：四日市市文化会館 
・ 「ファザーリング全国フォーラムｉｎみえ」の分科会として開催  
・ 115名の学生が参加（内三重大学生101名，共通教育授業「男女 
  共同参画基礎」受講生及び一般学生等） 
   ＜参加者内訳＞ 

区分 参加者数 
三重大学 学生 101 
  教職員 9 
  小計 110 

三重大学以外 学生 14 

  学生以外 3 

  小計 17 

合計 
127 

（内学生 115， 
  男子73，女子42) 

（文部科学省の報告書より） 

http://www.mie-u.ac.jp/topinfo/PowerPoint1.pdf%23page=1


・ 目的 
 
 １．「男女共同参画社会」についての現状を知る。 
 
 ２．男女で話し合うことを通して，男女の違いや共通点を理解する。 
 
 ３．「男性にとっても，女性にとっても生きやすく，共にイキイキ過ごせる 
   社会」についての理解を深め，自分にとっての学びと気づきを得る。 
 
 
・ 講師 
  萩原 なつ子 立教大学大学院21世紀社会デザイン研究科教授 
・ ゲストコメンテーター 
  吉田 大樹 特定非営利活動法人ファザーリング・ジャパン代表理事（当時）              
・ファシリテーター 
  江口 春斗 三重大学3年生 
 



・ プログラム 
 
１）オープニング（主催者代表挨拶，講師・ゲストコメンテーター紹介，ファシリテーター 
                                                自己紹介） 
２）ミニミニ講義（男女共同参画関係データ等講義） 
 

３）ワールド・カフェ 
  ①ワールド・カフェの説明 
  ②「私の未来像」記入 
  ③第１ラウンド：「私の未来像」紹介，問1「男女でどのような違いや共通点が 
   ありますか？」について話合い 
  ④第２ラウンド（席替え）：問1「男女でどのような違いや共通点があります 
   か？」について話合い 
  ⑤第３ラウンド（席替え）：問2「男女ともに望むことを実現させるためには何が 
   必要だと思いますか？ 」について話合い 
  ⑥第４ラウンド：テーブルごとに問2の答えを「まとめシート」に記入 
  ⑦全体共有（各テーブル代表者からまとめを発表） 
 
４）ゲストコメンテーターからコメント 
 
５）閉会 





三重大学理事・副学長 
男女共同参画担当  朴恵淑 

会場の様子 

文科省生涯学習政策局 
男女共同参画学習課  藤江陽子課長 

２７テーブル作り 
１テーブルに５人 



全体共有【まとめシート】 
相互理解 お金 

愛 価値観教育 



共通教育 男女共同参画基礎 

• 「私の未来想像シート」に取り組むことによっ
て、漠然としていた将来について考える。 

• 席替えを通して、短時間に多くの人と対面の
コミュニケーションを図ることが出来る。 

• 問２「男女ともに望むことを実現させるために
は、何が必要だと思いますか」は、かなり大
掴みな質問で可能性を残している。 

• ワールド・カフェ参加について、ほとんどの学
生が積極的肯定。 



男女共同参画社会の構築 
に向けた 

学生の意識改革 

2014年6月28日土曜日 
主催： 文部科学省生涯学習政策局 



男女共同参画 
ワールド・カフェ 

 
報告書の紹介 





















女性研究者が育つ社会 

男女共同参画に向けた意識改革に、文
科省生涯学習政策局男女共同参画学習
課のワールド・カフェプログラムは、さま
ざまな応用の可能性をもつツールです。 
いろいろな工夫が加わって、女性研究者
が育つ社会の構築に役立つことを期待し
ています。 


	三重大学生�男女共同参画社会�ワールド・カフェに参加
	主催：文部科学省　ワールド・カフェ�「100人男子会×女子会（だんじょかい）」�
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	会場の様子
	全体共有【まとめシート】
	共通教育　男女共同参画基礎
	男女共同参画社会の構築�に向けた�学生の意識改革
	男女共同参画�ワールド・カフェ��報告書の紹介
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	女性研究者が育つ社会

